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研究成果の概要（和文）：　1992年中韓国交正常化の後、中韓の歴史学者を中心に中国内にある韓国系独立運動
関連史跡に関する調査が行われた。その後、中韓関係の緊密化により、それらの中の重要なものが韓国系資本に
よって整備・復元された。特に中国東北部には数多くの関連史跡が存在し、それらは今や多くの韓国人旅行者た
ちが訪れる有名な観光地となっている。またこの地域は、高句麗の帰属をめぐって中韓間で歴史認識論争が行わ
れている場所でもある。本研究では、中韓間で先鋭化している歴史認識論争や中国内の朝鮮族コミュニティーの
動向と関連づけながら、中国東北部において観光地化が進んでいる韓国系独立運動関連史跡の実態について明ら
かにした。

研究成果の概要（英文）：Since the normalization of diplomatic relations between China and South 
Korea in 1992, investigations of historical sites related to the Korean Independence Movement in 
China have been carried out by researchers of Chinese and Korean history. As the relationship 
between China and South Korea has grown closer, many of these important sites have been restored 
through South Korean capital. In particular, there are many related historical sites in Northeast 
China, which have become popular Korean tourist destinations in recent years. This region is the 
territory of Koguryo, one of the ancient Korean kingdoms; Chinese and Korean people have disputed to
 which nation the Koguryo belong. This study examines the trends of Koreans in China, considering 
the historical controversy between China and South Korea, as well as clarifying the current state of
 these historical sites related to the Korean Independence Movement in Northeast China, which have 
become tourist attractions.

研究分野： 朝鮮近代史
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鎮将軍記念事業会
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）本研究を着想するに至った経緯 
1992 年の中韓国交正常化の後、中韓両国は

戦略的協力パートナーシップ関係を結び、
様々な分野で相互交流を深めつつある。研究
代表者はこれまで植民地期朝鮮の民族独立
運動に関する研究を行って来たが、このよう
な近年の国際情勢に鑑み、朝鮮近代における
民族独立運動の在り方を「東アジア」という
より広い視点から捉えなおす研究に取り組
んでいる。その一環として、平成 22 年～24
年度科研（C）「東アジア三国における近代的
『民族』概念の創出と『民族主義』創成に関
する比較研究」を通じて、朝鮮近代における
民族主義形成の問題を「東アジア」という枠
組みの中で分析する研究を行った。また 2011
年 9 月から 2012 年 3 月まで訪問研究者とし
て中国人民大学で学外研究を行い、中国近現
代の民族主義思想（特に「国学 National 
Studies」）に関する研究を行った。 
この中国滞在中に、研究代表者は中国各地

に存在する韓国系民族独立運動関連史跡の
調査を行い、それらのうち重要なものが有名
な観光地となっている事実を知った。また研
究代表者は、立命館大学の基盤研究（課題名
「中国『東北工程』をめぐる韓中間の歴史認
識摩擦に関する研究」2009 年度）を通じて、
中国側が推進した「東北工程」プロジェクト
を契機に、高句麗の帰属をめぐって中韓間で
歴史認識論争が展開されている事実につい
て考察した。本研究は、中国東北部における
韓国系民族独立運動関連史跡において、中韓
間で問題となっている歴史認識論争がどの
ような影響を与えているのかという問題意
識から着想されたものである。 
 
（2）先行研究の動向と本研究の位置づけ 
 韓国では、近年、歴史学者たちを中心に中
国内での現地調査が盛んに進められている。
その代表的な成果として、朴烜（元韓国民族
運動史学会会長）『満州地域韓人遺蹟踏査記
（改訂版）』（ソウル・国学資料院、2012）等
がある。中国では、主に朝鮮族の研究者たち
によって、朝鮮族社会の形成に関する歴史学
研究の中で抗日独立運動に関する研究が行
われている。代表的なものとして、孫春日（延
辺大学教授）の『中国朝鮮族移民史』（北京・
中華書局、2009）等があげられる。これら韓
国と中国における研究は、抗日独立運動史そ
のものに関する研究であり、その史跡地の観
光地化をめぐる問題にまで議論が及んでい
ない。 
一方、本研究に関連する研究としては、真

鍋祐子「アイデンティティ・ポリティクスと
してのツーリズム－中国東北部における韓
国のパッケージ・ツアーの事例から」（『文化
人類学』74（1）2009）があげられる。真鍋
の研究は、文化人類学の観点から、新たなる
「伝統の創造」として現代韓国の観光戦略を
論じようとしたものであり、主に韓国側の視

点を重点的に扱ったものである。これに対し
て、本研究では、韓国側だけでなく、中国側
の対応を同時に考慮に入れながら、特に中韓
間で懸案となっている歴史認識論争や中韓
間で架橋者としての役割を果たしている朝
鮮族コミュニティーの動向という分析視点
を設定した上で、関連史跡の観光地化の動向
について考察を行うものである。 
 
２．研究の目的 
1910 年の韓国併合後、朝鮮の民族独立運動

家の多くは中国東北部へ渡り抗日独立運動
を展開した。1992 年に中韓の国交が樹立した
後、その中の重要なものが韓国系資本によっ
て整備・復元され、中国側当局の管理のもと
に維持・運営が行われている。近年、中国を
訪問する韓国人観光客が増加を続ける中、そ
れらは今や多くの韓国人旅行者が訪れる有
名な観光地となっている。 
その一方で、この地域は、中韓間で歴史認

識をめぐる問題が発生している場所でもあ
る。19 世紀後半、清朝による封禁政策の撤廃
によって豆満江北岸の「間島」と呼ばれる地
域に朝鮮人が多数移住するようになった。こ
の地域の領有権をめぐり、19 世紀末から中朝
間で紛争が起こった。その後、1905 年に朝鮮
を保護国とした日本が 1909 年に間島協約を
締結して、間島の領有権を清側に認めた。
1949 年に中華人民共和国が成立した後、間島
の地は延辺朝鮮族自治州となったが、韓国側
には「この場所はもともと我が民族が領有し
ていた土地である」と考える者が多くいる。
さらに、近年、中国と韓国との間でこの地域
をめぐる歴史認識論争が起こっている。中国
では、2002 年から 2007 年までの 5 年間にわ
たって「東北辺疆歴史与現状系列研究工程」
（「東北工程」）という研究プロジェクトが推
進された。これにより、高句麗は「中国辺境
少数民族の地方政権」として中国史に属する
ものと見なされた。これに対して、韓国側で
は官民をあげた一大反対運動が巻き起こっ
た。「東北工程」はすでに終了したが、高句
麗の帰属をめぐる歴史認識論争は、「間島」
をめぐる領土問題と合わせて、中韓間で未解
決の問題としてくすぶり続けている。 
本研究では、このような地域性をもつ中国

東北部において韓国系民族独立運動関連史
跡がどのような形で観光地化されているの
か、その実態について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（1）研究の前提 
本研究では、中国東北部にある韓国系民族

独立運動関連史跡を対象として、文献調査と
現地調査の二方面から研究を行う。中国内で
展開された抗日独立運動に関しては、大韓民
国（韓国）と朝鮮民主主義人民共和国（北朝
鮮）で異なる評価を下している。韓国側では、
1920年4月に上海で創設された大韓民国臨時
政府やそれに連なる右派民族主義勢力が展



開した抗日闘争を民族独立運動の主流と見
なしている。一方、北朝鮮側では、1930 年代
以降に金日成が活躍した左派系統のパルチ
ザン闘争を抗日独立運動の中心と見なして
いる。本研究では、韓国系資本によって整
備・復元され韓国人観光客たちが多数訪れる
右派民族主義系列の抗日独立運動史跡地を
主な研究対象とする。 
 
（2）文献調査について 
 文献調査に関しては、日本語・朝鮮語（韓
国語）・中国語の資料を幅広く収集し、中国
東北部で展開された抗日独立運動に関する
史実を実証的な立場から正確に把握する。さ
らに、現代の韓国において、それら抗日独立
運動に関連する事蹟がどのように顕彰され
ているのか検証を行う。また、中国内で展開
された抗日独立運動は朝鮮人と中国人との
強い連帯関係のもとに行われたものであっ
た。まず歴史史料を通じて、中国と朝鮮の抗
日運動家たちの間にどのような交流関係が
あったのか明らかにする。その他、「東北工
程」の研究成果に関する文献調査を通じて、
同プロジェクトを契機に発生した中韓間の
歴史認識摩擦が、中国東北部における韓国系
独立運動史跡の観光地化に関してどのよう
な影響を与えているのか明らかにする。 
 
（3）現地調査について 
 現地調査に関しては、大きく次の 3つの史
跡・地域に分けて調査を行う。第①は、吉林
省延辺朝鮮族自治州内にある旧朝鮮人僑民
関連史跡であり、特に延吉市内にある大成学
校・明東村・尹東柱関連史跡等の調査を行う。
第②は、安重根に関連する史跡であり、大連
市の旧旅順監獄舎跡地やハルビン市内の安
重根義士記念館の調査を行う。第③は、青山
里戦闘及び金佐鎮関連の史跡であり、延辺に
ある青山里大捷記念碑や黒龍江省内に設け
られた金佐鎮将軍記念館の調査を行う。 
中国内にある韓国系独立運動史跡は、韓国

の民族独立運動関連団体（光復会・遺族会・
国家報勲処・独立記念館）や民間団体が主体
となって整備・復元が行われ、現地の朝鮮族
の協力支援のもと、中国側当局の管理によっ
て維持・運営が行われている。現地調査に際
しては、韓国側による史跡の調査・整備・復
元の過程と、中国側当局による運営・管理方
法について調査を行う。また、韓国人旅行者
や現地の中国人・朝鮮族関係者たちから聞き
取り調査を行い、関連史跡の観光地化をめぐ
る実態について明らかにする。 
 
４．研究成果 
（1）文献調査の成果 
1910 年代に中国へ亡命した朴殷植の抗日

独立運動に関する研究を行い、「高句麗が領
有した彊域は朝鮮民族の故土である」とする
言説が歴史的にどのように形成されたのか
明らかにした（論文⑦）。また、1920 年代に

中国内で活動した朝鮮の抗日独立運動家た
ちの中に、中国人アナーキストの影響を受け
て無政府主義に傾倒する者がいることを見
出し、その代表的な事例として趙素昴（韓国
独立党の代表格であり後に大韓民国建国綱
領を構想した人物）が提唱したアナーキズム
思想に関する研究を行った（論文④）。さら
に、旧満州国に関する文献調査を通じて、帝
国日本の大アジア主義思想と伝統的な儒教
思想を融合させた大同思想が、中国人・朝鮮
人を満州国行政に協力させるイデオロギー
として機能していた事実を明らかにした（論
文⑤）。 
 その他、青山里戦闘に関する文献調査を集
中的に行った。その結果、青山里戦闘におい
て主力部隊を担った北路軍政署（大韓軍政
署）の構成員の大半が大倧教徒であり、北路
軍政署の総裁も徐一という大倧教幹部がつ
とめた事実について明らかにした（論文③）。
日本軍との戦闘に際して、大倧教徒たちはロ
シア革命派から近代兵器を購入し運搬する
役割を果たした事実について明らかにした
（論文②）。さらに、解放後に唱導された大
韓民国の右派民族主義言説によって、朝鮮側
の戦果が過度に強調されていった事実や、特
に近年、金佐鎮将軍の後孫たちが青山里戦闘
関連史跡の顕彰事業を行う中で、青山里戦闘
において大倧教が果たした役割が看過され、
その代わり、金佐鎮将軍の業績が過度に強調
されている事実について論じた（論文①）。 
 
（2）現地調査の成果 
①延辺朝鮮族自治州内の史跡 
近年、延辺朝鮮族自治州内にある旧朝鮮人

僑民関連史跡のうち重要なものが復元され、
毎年多くの韓国人旅行者が訪れている。研究
代表者は 2013 年 8 月に同地の現地調査を行
った。調査した史跡は以下の通りである（括
弧内は現在の所在地）。＜延吉市＞墾民会本
部跡地（吉林辺務督辦公署）、延吉監獄抗日
闘争記念碑（延吉市延辺芸術劇場）、一松亭、
明東村遺跡地・尹東柱生家旧址、尹東柱墓地、
旧大成中学校内の尹東柱記念館と李相卨記
念館、＜龍井市＞旧間島旧日本総領事館（龍
井市人民政府庁舎）、龍井地名起源之井泉碑
（巨龍友好公園）、瑞甸書塾跡地記念碑と李
相卨亭（龍井市朝鮮族実験小学校）、＜和龍
市＞三・一三反日義士陵、反日志士墓域、青
山里抗日大捷記念碑 
この現地調査を通じて以下の事実が明ら

かとなった。延辺朝鮮族自治州は現在、8 つ
の行政区域（6 つの市と 2 つの県）で構成さ
れているが、その中で延吉市・龍井市・和龍
市にある史跡が整備されている。この三つの
市のうち、かつて朝鮮人が集住した地域は龍
井市であった。一方、延吉市は中国政府の行
政機関が置かれた場所であり、中国人が多数
居住した。本来なら龍井市に朝鮮僑民関連の
史跡が多数存在するはずであるが、この地は
自治州の州都である延吉市から距離的に離



れているために史跡の整備があまり行われ
ていない。朝鮮族実験小学校横に瑞甸書塾跡
地記念碑と李相卨亭が建てられているが、現
在は管理が行き届かず荒れ果てた状態とな
っている。一方、延吉市内には明東村遺跡
地・尹東柱生家旧址・旧大成中学校の尹東柱
記念館などが整備され、建物の復元が行われ
ている。これは韓国側の事情によるものと考
えられる。韓国人旅行者は、夏期に 4～5 日
程度の団体ツアーを利用して同地を訪れる。
その際、白頭山と高句麗遺跡の観光を同時に
楽しむために、時間的余裕が無くなり、延辺
内では州都である延吉市内にしか滞在する
ことができない。また、ちょうど延吉市内に
は詩人・尹東柱の生家及び彼の通った教会や
学校が存在する。地元観光業の発展を企図し
た朝鮮族の斡旋・協力により、尹東柱関連史
跡の整備のために韓国からの資本が集中投
下された。このようにして復元された尹東柱
関連史跡は、現在、韓国からの団体旅行ツア
ーに必ず組み込まれるようになっている。一
方、和龍市は、日本側官憲の監視の目が届か
なかった地域であり、武装した抗日独立団体
の根拠地が多数置かれていた。この地は 1920
年に青山里戦闘が戦われた場所でもあり、そ
の跡地には青山里大捷記念碑が建てられて
いる。しかし、この地域は白頭山北麓にある
辺鄙な農村地帯であり、延吉市から距離的に
遠く離れているために、一般旅行者の訪問が
困難な状態となっている。 
 
②安重根関連の史跡 
現在、中国内には二つの安重根関連史跡が

存在する。一つは黒龍江省のハルビン駅構内
に設けられた安重根義士記念館である。この
記念館はもともと朝鮮族が管理する朝鮮民
族芸術館という建物内にあり、朝鮮族民俗博
物館と併設されていた。その後、2013 年 6月
に韓国の朴槿恵大統領が訪中した際、伊藤博
文を暗殺した現場であるハルビン駅に安重
根の石碑を建立しようと習近平主席に提案
した。これが契機となり、2014 年 1月にハル
ビン駅構内に安重根記念館が開館した。研究
代表者は 2013 年 8 月に同記念館の調査を行
った。同館への訪問者はほとんどが韓国人旅
行者であり、中国人の入館者はなかった。同
駅を利用する中国人に尋ねてみると、駅構内
にこのような記念館が設けられていること
を知る者もいなかった。このことから現地の
中国人は同記念館に関する関心が極めて希
薄であることが確認できた。 
また、安重根が収監され処刑された場所で

ある旅順監獄舎跡地（大連市）は、現在、旅
順日俄監獄旧址と呼ばれ、歴史記念博物館と
なっている。特に安重根が死刑宣告された場
所は、旅順日本関東法院旧址陳列館として、
安重根関連の遺物や彼の東洋平和論などに
関する展示がなされている。そこでは安重根
の義挙を顕彰する形の展示がなされており、
「中国と韓国は日本帝国主義の共通の被害

者である」という歴史認識を確認するための
場所となっている。またこの監獄は、朝鮮を
代表する抗日独立運動家たちが多数収監さ
れ獄死した場所でもあり、彼らを称えた国際
抗日烈士展示館が設けられている。朝鮮を代
表する民族主義史学者である申采浩が収監
され獄死した場所として、申采浩関連の展示
もなされていた。その傍らで、帝国日本の中
国侵攻の際に犠牲となった中国の革命運動
家たちに対しても、中国共産主義革命の土台
となった「烈士」として顕彰が行われていた。
日本帝国主義に対して、中国の革命家と韓国
の独立運動家たちは共に抗日戦争を戦った
「反植民地主義、反帝国主義」の同志として
その事蹟が称えられていた。その顕彰の仕方
は、国際抗日烈士展示館という名称に端的に
あらわれている。 
一方、大連市の近郊にある旅順は日露戦争

における最大の激戦地であり、「203 高地」「東
鶏冠山」などの戦跡地は多くの日本人が訪れ
る観光地となっている。旅順口区には、日本
の満州戦跡保存会が建てた戦勝記念碑や旅
順日露戦争陳列館などがあり、大連市内にも
満鉄旧址陳列館などの記念博物館がある。日
本からの観光客は、主にこれらの史跡地を巡
り、旅順日俄監獄旧址にまで足を運ぶ者はほ
とんどおらず、むしろ忌避する傾向が見られ
た。これは旅順日俄監獄旧址を大連市におけ
るメインの観光地とする韓国人旅行者たち
の行動とは大きく異なるものであった。一方、
中国国内の一般の中国人旅行者たちは、日露
戦争関連の史跡地も旅順日俄監獄旧址も共
に大連市の歴史を辿る史跡地として訪問し
ていることが確認できた。 
 
③青山里戦闘及び金佐鎮関連史跡 
1920 年 10 月に白頭山北麓の青山里付近で

朝鮮の抗日武装集団と日本軍との間で大規
模な戦いが起こった。現在の韓国では、この
戦闘を抗日独立戦争史上最大の戦果を収め
た戦いと評価し、青山里大捷（大捷は大勝利
という意味）と称している。韓国の光復会は、
青山里戦闘 80 周年を記念して、2001 年その
現場（延辺朝鮮自治州和龍市青山村）に「青
山里大捷記念碑」を建立した。また、朝鮮独
立軍の総司令官として青山里戦闘を指揮し
た金佐鎮将軍に関する史跡も、近年大々的に
整備が進められている。この事業を推進して
いる団体が、1999 年に設立された社団法人金
佐鎮将軍記念事業会である。同事業会は、韓
国の国家報勲処の後援を受けながら、かつて
金佐鎮が生活していた場所（中国黒龍江省）
に韓中友誼公園や中韓友誼広場という施設
を建設した。研究代表者は、2013 年 8月に青
山里大捷記念碑の調査を行い、2014 年 7月に
黒龍江省の韓中友誼公園と中韓友誼広場の
調査を行った。韓中友誼公園は黒龍江省の海
林市にあり 2007 年に完成した。4万余坪の敷
地内に中央公園と2階建ての大きな白冶金佐
鎮将軍記念館（抗日武装闘争歴史館）が建て



られている。一方、中韓友誼広場は黒龍江省
の山市鎮にあり 2010 年に完成した。山市鎮
は金佐鎮が実際に生活をしていた場所であ
り、また 1930 年に共産主義者によって暗殺
された場所でもある。同広場は「金佐鎮将軍
殉国地」と称され、敷地内の中心に金佐鎮将
軍の銅像が建てられ、その周囲に当時の住宅、
会議室、井戸、殺害場所である金星精米所な
どが復元されている。 
これら青山里戦闘に関連する史跡地の顕

彰は、韓国ナショナリズムを前面に押し出し
たものとなっており、韓国系独立運動関連史
跡の観光地化をめぐる諸問題が集約されて
いる。これに関して研究代表者は、「東北ア
ジアの歴史記憶とツーリズム－中国内にお
ける金佐鎮将軍記念事業会の活動をめぐっ
て」論文①）を発表した。この論文で以下の
事実について明らかにした。金佐鎮将軍記念
事業会は、金佐鎮の孫娘（金佐鎮の息子で政
治家・金斗漢の娘）である金乙東（キム・ウ
ルドン：1945 年生）を中心に組織されたもの
である。金乙東は女優業の傍らで政治家とし
ても活躍し、2008 年第 18 代総選挙で国会議
員に初当選した後、親朴槿恵派の議員として
活躍し、2014 年 7 月から 2016 年 4 月まで与
党セヌリ党の党最高委員4人のうちの一人と
して活躍した。また、金乙東の息子である俳
優の宋一国（ソン・イルグク：1971 年生）も
同事業会を様々な面で支援している。宋一国
は、中国の「東北工程」に対抗するために制
作された高句麗ドラマの先駆けとなった『朱
蒙』において主演をつとめた俳優である。黒
龍江省内に建てられた金佐鎮将軍関連施設
は、この親子の政治力と経済力によって建設
された。特に同事業会は青少年愛国体験プロ
グラムと銘打って、毎年「青山里歴史大長征」
ツアーを実施している。このツアーは、韓国
の大学生を対象に夏休み期間中 10 日間ほど
の日程で毎年行われており、同事業会が建設
した金佐鎮将軍関連施設の他、青山里大捷記
念碑などの抗日独立運動史跡地や高句麗の
遺跡等を巡るものである。この旅行ツアーで
は、青山里戦闘における朝鮮独立軍側の戦果
を過度に誇張する喧伝が行われている他、中
国側の「東北工程」に対抗するために、高句
麗は朝鮮民族の歴史であり、中国東北部はも
ともと朝鮮民族の故土であるとする歴史観
が唱道されている。これに対して、中国側は
施設名称に「中韓友誼」などの語を付させて
韓国ナショナリズムの要素を払拭し、また施
設を一般の中国人には開放せず、韓国からの
旅行者のみに限定するなどの規制をかけて
管理・維持を行っている。 
 
（3）調査結果のまとめと今後の展望 
韓国側が抗日民族独立運動の史跡を整備

しようとする目的は、植民地支配という困難
な時代に行われた抗日独立闘争の偉業を顕
彰し、その跡地を歴史文化遺産として保存す
るためである。一方、中国側も中韓間の友

好・親善を促進するためにこれを許可してい
る。特に 2000 年以降、独島／竹島問題や従
軍慰安婦問題をめぐって日本と韓国が鋭く
対立する時代状況の中で、中国内の韓国系民
族独立運動関連史跡は「反日」を訴えるため
の中韓連帯の歴史拠点としての役割を担う
ものとなった。また、中国東北部は、中国内
で相対的に経済開発が遅れた辺境地域であ
る。中国政府が、同地域における韓国系民族
独立運動関連史跡の整備・復元を許可し、そ
の観光地化を認めているのも、韓国資本の導
入によって同地域の経済発展を図ろうとす
るためであると考えられる。また、この地域
は中国朝鮮族が多数集住する地域でもある。
中国政府は、韓国人対象の重要な観光地であ
る同地での史跡整備・開発に朝鮮族を積極的
に関与させ、そのことにより経済的に遅れた
東北部の地域振興、特に観光産業の活性化を
図ろうとしているものと思われる。 
 しかしながら、過剰とも言える韓国ナショ
ナリズムが中国内に流入することに対して、
中国政府は非常に神経を尖らせているよう
にも見受けられる。特に中国側の「東北工程」
を契機に、2007 年頃から中国と韓国の間では
歴史認識論争が発生している。これ以降、中
国東北部における韓国系独立運動関連史跡
は、中国側の「東北工程」に対抗する性格を
持つものにもなっている。それらは本来、日
本の帝国主義支配を批判するための歴史拠
点として整備されたものであったが、「東北
工程」による中華主義との対決という状況の
中で、対中国ナショナリズムとしての性格を
帯び始めている。このような傾向は、金佐鎮
将軍記念事業会が推進する各種史跡の整備
事業に端的に見てとれる。特に同事業会が毎
年行っている「青山里歴史大長征」ツアーで
は、かつて朝鮮民族は中国東北部全域を領有
したという所謂「大朝鮮主義史観」が鼓吹さ
れている。このような歴史観は、韓国系独立
運動関連史跡が復元されている場所におい
て、程度の差はあれ、潜在的に共通して見ら
れるものである。そればかりではなく、朝鮮
族社会に韓国資本が流れ込む過程で、朝鮮族
同胞たちの間にも少なからず流入がみられ
る。 
19 世紀以来、中朝間には「間島」をめぐる

領有権紛争があったことを考えると、この問
題は深刻である。周知の通り、中国は各地に
民族独立問題を抱えており、とりわけ新疆ウ
ィグル・チベット・内モンゴルなどの分離・
独立の動きに対して厳しい措置をとってい
る。現在、朝鮮半島は南北に分断され、北朝
鮮というクッションが存在するが、もし朝鮮
半島に強力な統一国家が出現すれば、国境を
接する「飛び地」の延辺朝鮮族自治州は「統
一朝鮮」との関係を一層深めることが予想さ
れる。このような朝鮮族の越境的なエスニッ
ク・アイデンティティの活性化は、民族問題
を抱える中国政府にとって大きな不安要素
になりかねない。今後、中国内に建設された



韓国系独立運動関連施設の中で韓国ナショ
ナリズムがさらに高揚するならば、中国側は
これまでの政策を転換する可能性もあるだ
ろう。実際、中国政府は一定の警戒心をもっ
て韓国系独立運動関連施設の動向を注視し
ているようにうかがわれる。中国側は、朝鮮
半島情勢を安定化させ中韓間の友好関係を
維持するために、既存の韓国系独立運動関連
施設を引き続き維持・管理しつつも、韓国側
のナショナリスティックな歴史認識の唱導
に対して牽制を加えつつ、その規模を徐々に
縮小させるべく規制する方向に向かうこと
が予想される。 
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